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白水神楽

湯山小学校

岩野小学校

保育所

保育所

爆笑お笑いライブ

コンサート

歌謡ショー

　平成28年３月19日（土）、20（日）に開催されました。今年は３月
17日の開花で、祭りのときは桜はまだまだでしたが、会場はにたくさん
のお客様が来場され、大盛り上がりとなりました。



球磨拳大会
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餅投げ

川内平家踊り

姫桜太鼓

水神守太鼓

木ん馬レー
ス

SAKURA
組ダンスシ

ョー

むら
びとパフォーマンス
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………村内News

元気いっぱい新入生
　平成 28 年度は、男子２名、女子３名、計５名が入学してき
ました。入学式では、在校生が見守る中、元気いっぱい返事を
することができました。仲良く、楽しい小学校生活を送ってほ
しいと思います。

ご入学おめでとうございます
　春爛漫の４月11日（月）、入学式が行われ、11名の１年生が元気に入学してきました。
多数のご来賓の方や保護者に見守られながら、ちょっぴり緊張した面持ちで入場してきた１年生でし
たが、氏名点呼の際には、「はい」と大きな声で
返事をし、小学校生活に対する意欲の大きさ
をひしひしと感じました。
　これから岩野っこの一員として、元気に登
校してきてくださいね。

白し
ら
き木　

紅く
れ
は羽

尾お
ま
え前　

咲さ

ら來

橋は
し
も
と本　

瑠る

い唯

尾お
ま
え前　

智と
も
ゆ
き行

川か
わ
は
ら原　

太た
い
ち一

石い
し
ば
し橋　

海み

う羽

笹さ
さ

木き　
　

澪み
お

ひ
ろ
す
え末　

寧ね

ね々

椎し
い

葉ば　

遥は
る

香か

林は
や
し
だ田　

莉り

あ愛

木き
の
し
た下　

瞬
し
ゅ
ん

希き

那な

す須　

亜あ

蓮れ
ん

岡お
か
も
と本　

蒼そ
う

真ま

成な
る
お尾　

和か
ず
ひ
ろ昊

藤ふ
じ
も
と本　

夷い
ず
む純

田た
う
ら浦　

奏そ
う
す
け輔

岩野小学校入学式

湯山小学校入学式
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村内News………

　４月８日（金）第 71回入学式が行われました。本年度 10 名の新入生が入学してきました。氏名点
呼は大きな声で返事をし、学校長、保護者への挨拶、代表の野田楓姫さんの誓いの言葉も堂 と々し
たものでした。２・３年生の歓迎の歌「タンホ
イザー行進曲」もすばらしく、新入生も保護
者の方々も感動していた様子でした。これか
ら水上中全校生徒 48 人力を合わせて、新た
な伝統を作り上げていこうと決意を新たにし
た入学式でした。

　宝くじの社会貢献広報事業として、一般財団法人自治総合セン
ターが行っているコミュニティ助成事業により、平成 27 年度に
千ヶ平虎踊りの太鼓と放送用音響を購入しました。いよいよ本格
的な練習ができる状態となり、今後、様々な地域のイベントで披
露したいという目標に向け練習を重ねていくことにより、保存会
員を中心に、これまで受け継がれてきた貴重な無形民俗文化財を
後世まで伝え残すという意識を、地域住民も身近に感じることが
でき、更なる地域コミュニティ活動の促進が見込まれます。

千ヶ平虎踊りの備品を整備しました！

藤ふ
じ
た田　

美み

く空

原は
ら
だ田　

夏な
つ
き稀

濱は
ま
か
わ川　

小こ
は
る桜

野の

だ田　

楓ふ
う
き姫

五ご

か家
由ゆ

う

こ
祐
子

石い
し
ば
し橋　

　

萌も
え

湯ゆ
た
に谷　

拳け
ん
し士

小こ
ば
や
し林　

天た
か
と人

黒く
ろ
き木　

健け
ん
と杜

大お
お
て手　

海か
い
と斗

水上中学校入学式
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………村内News

　

四
月
七
日
（
木
）
午
後
七
時
か
ら
、

水
上
村
消
防
団
入
退
団
式
が
岩
野
公
民

館
大
研
修
室
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
今
年
度
は
七
名
の
方
が
入
団
さ
れ
、

十
二
名
の
方
が
退
団
さ
れ
ま
し
た
。

　

団
長
訓
辞
並
び
に
村
長
訓
辞
の
後
、

新
入
団
員
を
代
表
し
て
第
一
分
団
第
六

班
（
里
坊
班
）
の
高
橋
朋
宏
団
員
が
「
何

人
も
恐
れ
ず
良
心
に
従
っ
て
忠
実
に
消

防
の
義
務
を
遂
行
す
る
こ
と
を
厳
粛
に

誓
い
ま
す
。」
と
力
強
く
宣
誓
。
退
団
者

を
代
表
し
て
元
副
団
長
の
森
川
源
氏
が

「
今
後
は
消
防
団
発
展
の
た
め
に
、
一
住

民
と
し
て
側
面
か
ら
見
守
っ
て
い
き
た

い
。」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

新
入
団
員
の
方
は
、
こ
れ
か
ら
水
上

村
消
防
団
員
と
し
て
ご
活
躍
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
い
た
し
ま
す
。
退
団
さ
れ
た

方
々
に
は
、
こ
れ
ま
で
水
上
村
民
の
安

全
安
心
な
暮
ら
し
を
守
っ
て
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
の

ご
健
勝
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

退
団
者
名
簿

　

氏　

名　
　
　

所
属

　

森
川　

源　
　

本
団
（
副
団
長
）

　

杉
野　

久
志　

第
２
分
団
（
部
長
）

　

那
須
竜
太
郎　

幸
野
班

　

猪
口　

真
吾　

高
瀬
班

　

飯
田　

浩
司　

岩
野
覚
井
班

　

堤
田　

八
郎　

上
楠
班

　

右
田　

将
治　

上
楠
班

　

那
須
広
太
郎　

宮
田
班

　

白
川　

里
一　

里
坊
班

　

湯
谷　

政
彦　

馬
場
班

　

小
川　

慶
真　

馬
場
班

　

中
嶋　

慶
大　

湯
山
覚
井
班

入
団
者
名
簿

　

氏　

名　
　
　

所
属

　

久
保
田
洋
介　

幸
野
班

　

梅
田　

秀
樹　

岩
野
覚
井
班

　

坂
下　

祥
一　

上
楠
班

　

椎
葉　

隼
也　

宮
田
班

　

高
橋　

朋
宏　

里
坊
班

　

瓦
川　

陽
大　

古
屋
敷
班

　

杉
野　

直
輝　

馬
場
班

平成 28年度消防団体制
団　　長 小野　賴年
副 団 長 椎葉　武年
第１分団 (岩野・江代地区）
分 団 長 竹内　誠二

副分団長 猪口　秀信
米本　宗徳

部　　長 内田　真治
第２分団（湯山地区）

分 団 長 尾前　重德
副分団長 尾前　武志
部　　長 上米良祐樹

団長訓辞

退団者代表挨拶

入団者
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平成２８年度　一般会計当初予算

35億 8,200万円
特別会計当初予算額
国民健康保険特別会計（事業勘定） ４億８００万円
国民健康保険特別会計（直診勘定） ７２３万円
介護保険特別会計 ３億３，４４０万円
後期高齢者医療特別会計 ３，１６０万円
簡易水道事業特別会計 ３，６４０万円
農業集落排水事業特別会計 ５，４００万円
林業集落排水事業特別会計 ５６５万円
下水道事業特別会計予算 ３，９３０万円

　平成 28 年第１回（３月）定例会が３月８日から11日までの４日間の会期で開催
され、専決処分事項の承認１件、受益者負担金額決定１件、条例21件、27年度
各会計補正予算８件、28 年度各会計当初予算９件、議員発議による村議会委員
会条例と規則の一部改正などが提案され、慎重に審議された結果、原案どおり可
決されました。
　村道認定の５議案は、産業厚生常任委員会に付託されました。
　一般質問には、２名の議員が登壇し、執行部への考えを質しました。

議会を傍聴してみませんか　次回の定例議会は６月です
（手続は住所・氏名を書くだけです）　詳しくは議会事務局℡44-0319まで



9 2016.5　広報　みずかみ

総合防災情報システム整備 4億3,800万円

　近年の複雑化する気象情報や予測困難な災害
から住民の生命財産、身体を守り被害を最小限
にとどめる役割を果たすシステム構築として、
同報系無線システムをアナログ方式からデジタ
ル方式に見直し、屋外拡声子局を増設のうえ全
戸に戸別受信機を配備。
　また、要援護者向けの双方向通信可能となる
施設を整備。

地域公共交通対策 2,215万円

商工業施設等整備事業補助金 1,000万円

市房ダム噴水設備改修事業 2,500万円

年金生活者等支援臨時福祉給付金事業 1,929万円

　平成 29年度から実施される年金生活者支援
給付金を前倒しし、65歳以上の住民税非課税世
帯を対象に給付。

こども医療費助成事業 1,166万円

　こども医療費補助対象を
高校３年生まで拡大。

保育所運営費 1億465万円

（平成28年４月１日現在）
・岩野保育所57人・湯山保育所19人
・広域入所6人

出産祝金 115万円

・第３子以降の支給から第1子からの支給へ拡大。
　第１子：３万円　第２子：５万円
　第３子以降：10万円

産業担い手支援補助金 150万円

補助対象者
・後継者は本村の農林業者の子弟が学校を卒業
し、又は他の職業を経て親の経営に参加した者
・新規就業者は農林商工業以外の職業（学生を
含む）から、本村の農林商工業に新規に就業
した者
補助金額
・村内に住所を有し、農林商工業を自らが職業
として選択した業種に就業した者に対し、定
額給付する。（50万円最大5年間給付）

産業推進機構事業 3,297万円

　農林産物生産や加工品の開発を中心とした「商
品づくり」、販路拡大・強化を目指す「流通・販
売戦略」、消費者への村産品等のPRを行う「情
報発信戦略」の 3本柱の戦略を展開しながら本
村産業の振興を図る。

有害鳥獣対策事業 1,558万円

・鳥獣被害防止緊急捕獲等対策補助
ｼｶ・ｼｼ 1,450 頭 1万円 /頭
ｻﾙ 10 頭 5万円 /頭

・有害鳥獣駆除隊助成（6隊）
・鳥獣害対策支援事業（狩猟免許取得等補助）

道路新設改良・舗装事業（村道） 1億2,620万円

災害防止事業 2億3,000万円

・村道白蔵線防災（L=60m W=4.0 ｍ）

公営住宅長寿命化事業 2,100万円

・村営住宅外壁改修
　石原団地2棟 4戸
　堂山団地2棟 4戸

高等学校通学費等支援補助事業 652万円

クロスカントリー整備事業 5億1,177万円

・クロスカントリーコース整備（L=2,016m 
W=4.0ｍ）
・管理道路整備（L=2,056m W=2.5ｍ）
・全天候型グラウンド（300mトラック3コース）
・クラブハウス建築
・水道施設工事
・駐車場工事など

一般会計当初予算の主な施策
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○
平
成
28
年
上
球
磨
消
防
団
連
合
会
放
水
競
技
大
会

○
第
４
回
公
認
奥
球
磨
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

○
球
磨
川
治
水
対
策
協
議
会
第
１
回
国
土
交
通
省

九
州
地
方
整
備
局
長
、
熊
本
県
知
事
、
市
町
村

長
会
議

　
　

「
ダ
ム
に
よ
ら
な
い
治
水
を
検
討
す
る
場
」

の
検
討
結
果
を
踏
ま
え
、
新
た
に
国
土
交
通
省

九
州
地
方
整
備
局
長
、
熊
本
県
知
事
、
球
磨

川
流
域
12
市
町
村
長
が
協
議
す
る
場
を
設
け

年
１
回
開
催
さ
れ
る
も
の
。
２
月
２
日
の
会
議

で
は
、
市
房
ダ
ム
の
再
開
発
３
案
も
協
議
議
題

と
な
り
第
１
案
は
、
現
在
の
利
水
容
量
を
国
が

買
い
上
げ
堆た

い
し
ゃ砂
容
量
を
活
用
す
る
も
の
、
第
２

案
は
約
20
ｍ
の
ダ
ム
堰え
ん
て
い堤
嵩
上
げ
、
第
３
案
は

１
案
と
２
案
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
。
現
存
の

ダ
ム
を
建
設
す
る
に
あ
た
り
、
苦
渋
の
決
断
に

よ
り
現
在
の
ダ
ム
が
完
成
し
、
下
流
域
へ
は
治

水
、
発
電
、
灌か

ん
が
い漑
用
水
の
面
で
今
な
お
十
分
貢

献
し
て
い
る
こ
と
と
、
平
成
21
年
12
月
16
日
、

本
村
議
会
で
ダ
ム
再
開
発
に
関
す
る
決
議
が
熊

本
県
へ
提
出
さ
れ
た
こ
と
の
重
要
性
、
加
え
て

ダ
ム
建
設
に
よ
り
村
の
中
心
部
が
水
没
し
地
域

が
分
断
さ
れ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
失
わ
れ
た
こ

村
長
諸
般
の
報
告

と
か
ら
第
２
案
に
つ
い
て
は
、
新
た
に
約
50
戸

の
家
屋
水
没

が
想
定
さ
れ
、

村
民
の
理
解

を
得
る
こ
と

は
厳
し
い
旨

を
発
言
し
て

い
る
。

○
水
上
村
議
会

先
進
地
視
察
研
修

　
　

村
議
会
先
進
地
視
察
研
修
に
執
行
部
よ
り
３

名
の
職
員
を
同
行
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
報
告
書

を
基
に
今
後
、
本
村
の
ふ
る
さ
と
納
税
と
観
光

農
業
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
参
考
に
し
た
い
。

○
高
橋
重
春
氏
が
総
務
大
臣
感
謝
状
受
賞

○
人
吉
球
磨
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
案
の
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

　
　

人
吉
球
磨
10
市
町
村
と
タ
ク
シ
ー
、
バ
ス
な

ど
の
交
通
事
業
者
、
関
係
機
関
が
地
域
の
定
住

人
口
減
少
と
高
齢
化
が
続
く
な
か
、
今
後
の
人

吉
球
磨
地
域
の
持
続
可
能
な
地
域
公
共
交
通
網

を
形
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
地
域
を
ま
た

ぐ
路
線
バ
ス
を
含
ん
だ
基
本
計
画
を
策
定
す
る

た
め
に
人
吉
球
磨
地
域
交
通
活
性
化
協
議
会
を

組
織
し
、
各
種
調
査
や
議
論
を
重
ね
計
画
案
が

と
り
ま
と
め
ら
れ
た
の
で
、
こ
の
案
に
対
し
広

く
住
民
の
意
見
を
求
め
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
を
全
市
町
村
で
２
月
15
日
か
ら
３
月
11
日
ま

で
を
期
日
と
し
て
実
施
し
て
い
る
。
住
民
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
意
見
は
今
後
の
人
吉
球
磨
地
域
公

共
交
通
網
形
成
計
画
策
定
の
検
討
資
料
と
し
て

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

○
湯
山
温
泉
桜
ま
つ
り

　
　

３
月
19
日
の
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
を
皮
切
り

に
４
月
２
日
の
弓
道
大
会
ま
で
を
桜
ま
つ
り
期

間
と
し
て
実
施
さ
れ
る
。

○
球
磨
郡
町
村
会
町
村
長
研
修

　
　

１
月
19
日
か
ら
22
日
ま
で
の
４
日
間
、
高
雄

市
を
含
む
台
湾
南
部
の
政
治
・
経
済
状
況
と
台

湾
に
お
け
る
日
本
産
食
品
の
動
向
や
台
南
市
の

灌
漑
用
水
専
用
ダ
ム
と
稲
作
状
況
の
視
察
研
修

を
行
っ
た
。
今
後
、
本
村
の
加
工
品
を
含
む
農

林
産
品
の
販
売
に
い
か
し
て
い
き
た
い
。

○
高
齢
者
と
タ
ク
シ
ー
利
用
料
の
助
成
事
業

　
　

自
家
用
車
な
ど
の
交
通
手
段
を
持
た
な
い
高

齢
者
が
年
々
増
加
し
、
買
い
物
や
病
院
の
通
院

に
支
障
を
き
た
し
、
ま
た
バ
ス
停
留
所
ま
で
の
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距
離
が
相
当
あ
る
た
め
、
や
む
を
得
ず
タ
ク

シ
ー
を
利
用
さ
れ
て
い
る
現
状
が
あ
る
。
タ
ク

シ
ー
利
用
料
の
負
担
軽
減
を
図
り
高
齢
者
等
の

地
域
間
に
お
け
る
交
通
手
段
の
格
差
是
正
を
行

う
目
的
で
、
昨
年
10
月
１
日
か
ら
本
年
３
月
末

日
ま
で
タ
ク
シ
ー
利
用
料
の
助
成
を
行
っ
て
い

る
。
昨
年
10
月
か
ら
本
年
１
月
ま
で
の
４
ヶ
月

間
の
中
間
集
計
は
、利
用
件
数
が
２
，１
９
８
件
、

利
用
金
額
で
３
９
９
万
３
，
９
０
０
円
。
今
月

ま
で
の
利
用
状
況
を
集
計
し
タ
ク
シ
ー
利
用
券

の
利
用
者
を
含
め
、
村
内
の
70
歳
以
上
の
高
齢

者
と
身
体
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
方
に
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、
本
事
業
の
利
用
状
況

を
分
析
し
今
後
の
運
用
計
画
と
地
域
公
共
交
通

網
計
画
の
策
定
に
い
か
し
て
い
き
た
い
。

○
退
職
者
と
新
規
採
用
者

　
　

退
職
者
２
名
、
新
規
採
用
者
４
名
（
一
般
事

務
３
名
、
保
健
師
１
名
）

○
水
上
中
３
年
生
、
竹
内
勇
伸
（
ゆ
う
し
ん
）
君

が
熊
本
県
柔
道
協
会
か
ら
優
秀
選
手
賞
受
賞

　
　

竹
内
君
は
、
昨
年
８
月
の
全
国
中
学
校
体
育

大
会
柔
道
競
技
90
㎏
級
第
３
位
と
い
う
優
秀
な

成
績
を
収
め
て
お
り
、
今
後
の
更
な
る
活
躍
を

期
待
し
た
い
。
指
導
者
の
小
野
賴
年
監
督
に
は
、

こ
れ
ま
で
の
功
績
に
対
し
熊
本
県
中
体
連
か
ら

感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
て
い
る
。

○
球
磨
支
援
学
校
高
等
部
１
年
、
西
来
夢
（
く
る

む
）
さ
ん
が
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
日

本
冬
季
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ゲ
ー
ム
・
全
国
大
会
２
位

入
賞

　
　

２
月
12
日
か
ら
14
日
ま
で
新
潟
県
で
開
催
さ

れ
、
熊
本
県
代
表
と
し
て
フ
ロ
ア
ホ
ッ
ケ
ー
競

技
個
人
の
部
で
見
事
２
位
入
賞
。
今
後
益
々
の

ご
活
躍
を
期
待
し
た
い
。

○
岩
野
小
学
校
が
学
校
版
環
境
Ｉ
Ｓ
Ｏ
コ
ン
ク
ー

ル
優
秀
賞
受
賞

　
　

子
ど
も
達
が
自
ら
考
え
行
動
す
る
こ
と
で
、

環
境
に
優
し
い
心
情
を
育
む
と
と
も
に
、
環
境

保
全
活
動
や
環
境
問
題
の
解
決
に
意
欲
的
に
か

か
わ
ろ
う
と
す
る
能
力
を
育
成
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
熊
本
県
教
育
委
員
会
が
行
っ
て
い
る
も

の
。
人
吉
球
磨
管
内
か
ら
小
学
校
の
部
で
岩
野

小
学
校
が
受
賞
。
子
ど
も
達
・
先
生
・
保
護
者
・

人
づ
く
り
推
進
協
議
会
を
中
心
と
し
た
校
区
全

体
の
取
組
が
評
価
さ
れ
た
。

◆
水
上
村
一
般
職
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
　

熊
本
県
人
事
委
員
会
勧
告
に
準
拠
し
、
水
上

村
一
般
職
員
の
給
料
及
び
諸
手
当
を
改
定
す
る

も
の
で
す
。

◆
水
上
村
学
校
分
収
造
林
基
金
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

　
　

学
校
分
収
造
林
に
係
る
分
収
木
の
売
払
代
金

を
積
立
て
、
今
後
の
学
校
経
営
の
健
全
な
運
営

及
び
学
校
教
育
の
振
興
に
充
て
る
た
め
基
金
を

設
置
す
る
も
の
で
す
。

◆
水
上
村
行
政
不
服
審
査
会
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

◆
水
上
村
行
政
不
服
審
査
に
係
る
手
数
料
に
関
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

教
育
長
諸
般
の
報
告

条　
　

例
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◆
行
政
不
服
審
査
法
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の

整
理
等
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
　

以
上
３
つ
の
条
例
制
定
は
、
行
政
不
服
審
査

法
の
改
正
に
伴
い
新
た
に
設
置
す
る
水
上
村
行

政
不
服
審
査
会
の
組
織
及
び
運
営
、
行
政
不
服

審
査
に
係
る
手
数
料
並
び
に
関
係
条
例
に
つ
い

て
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
で
す
。

◆
水
上
村
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識

別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律

に
基
づ
く
個
人
番
号
の
利
用
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
　

個
人
番
号
及
び
個
人
情
報
の
取
扱
い
に
つ
い

て
、
本
村
に
お
い
て
独
自
利
用
す
る
事
務
及
び

庁
内
の
連
携
等
（
執
行
機
関
ご
と
）
の
規
定
を

整
備
す
る
も
の
で
す
。

◆
水
上
村
職
員
の
分
限
の
手
続
及
び
効
果
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

　
　

地
方
公
務
員
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
水
上

村
職
員
の
降
給
の
事
由
等
に
つ
い
て
規
定
す
る

も
の
で
す
。

◆
水
上
村
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
　

育
児
又
は
介
護
を
行
う
水
上
村
職
員
の
早
出

遅
出
の
勤
務
条
件
を
規
定
す
る
も
の
で
す
。

◆
水
上
村
こ
ど
も
医
療
費
助
成
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
　

こ
ど
も
医
療
費
助
成
対
象
者
を
、「
義
務
教
育

を
終
了
す
る
ま
で
の
者
」
か
ら
「
年
齢
が
満
18
歳

に
達
す
る
日
以
降
の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
の
間

に
あ
る
全
て
の
者
」
に
拡
大
す
る
も
の
で
す
。

◆
水
上
村
出
産
祝
金
支
給
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
　

出
産
祝
金
支
給
対
象
者
を
、
１
年
以
上
本
村

に
在
住
し
て
い
る
「
第
３
子
以
降
の
出
生
児
の

父
又
は
母
」
か
ら
「
出
生
児
の
父
又
は
母
」
へ

変
更
し
、
第
１
子
か
ら
支
給
対
象
と
す
る
も
の

で
す
。
支
給
額
は
第
１
子
（
３
万
円
）、
第
２
子

（
５
万
円
）、
第
３
子
以
降
（
10
万
円
）
で
す
。

◆
水
上
村
敬
老
祝
金
給
付
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
　

介
護
保
険
等
の
住
所
地
特
例
（
介
護
保
険
施

設
又
は
病
院
等
に
他
町
村
か
ら
住
所
を
移
し
て

入
所
又
は
入
院
し
て
い
る
者
）
を
受
け
る
者
を

適
用
除
外
す
る
も
の
で
す
。

◆
水
上
村
立
古
屋
敷
診
療
所
設
置
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
　

診
療
所
の
所
長
は
、
村
長
兼
務
と
な
っ
て
い

る
も
の
を
現
実
に
は
公
立
多
良
木
病
院
企
業
団

内
科
医
師
が
兼
務
し
て
い
る
た
め
、
こ
の
規
定

を
削
除
す
る
も
の
で
す
。

◆
水
上
村
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運
営

に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
　

家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
及
び

建
築
基
準
法
施

行
令
の
一
部
改

正
に
伴
い
、
新

た
な
保
育
事
業

所
の
設
備
基

準
、
職
員
配
置

等
を
見
直
す
も

の
で
す
。

1
万
円
）
で
す
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◆
水
上
村
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の

人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

◆
水
上
村
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス

の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
並
び
に
指
定

地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
介
護

予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

　
　

以
上
２
つ
の
条
例
は
、
指
定
地
域
密
着
型
介

護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
並

び
に
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に

係
る
介
護
予
防
の

た
め
の
効
果
的
な

支
援
の
方
法
に
関

す
る
基
準
の
一
部

改
正
に
伴
い
、
関

係
条
例
に
つ
い
て

必
要
な
事
項
を
定

め
る
も
の
で
す
。

◆
水
上
村
空
家
等
の
適
正
管
理
に
関
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

　
　

空
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法

の
施
行
に
伴
い
、
空
家
等
の
管
理
の
適
正
化
を

図
り
利
活
用
や
倒

壊
等
の
事
故
、
犯

罪
、
火
災
等
を
未

然
に
防
止
し
、
安

心
・
安
全
な
む
ら

づ
く
り
を
目
的
と

す
る
も
の
で
す
。

◆
水
上
村
有
林
監
視
員
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
　

監
視
員
巡
視
区
域
の
面
積
を
調
整
し
、
８
名

の
監
視
員
を
９
名
に
増
員
す
る
も
の
で
す
。

◆
水
上
村
道
路
工
事
補
助
金
交
付
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
　

里
道
を
整
備
す
る
場
合
の
補
助
率
を
70
％
以

内
か
ら
80
％
以
内
へ
変
更
し
、
道
路
整
備
を
行

う
地
区
住
民
の
負
担
軽
減
を
図
る
も
の
で
す
。

◆
水
上
村
宅
地
災
害
復
旧
補
助
金
交
付
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
　

現
行
で
は
住
宅
に
被
災
部
分
が
接
し
て
い
な

け
れ
ば
対
象
と
な
ら
な
い
も
の
を
、
被
災
部
分

と
住
宅
の
高
さ
及
び
距
離
が
、
が
け
地
近
接
の

範
囲
内
で
あ
る
宅
地
災
害
に
つ
い
て
も
対
象
と

し
、
復
旧
す
る
住
民
の
負
担
軽
減
を
図
る
も
の

で
す
。

◆
水
上
村
下
水
道
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

　
　

平
成
28
年
１
月
１
日
か
ら
熊
本
市
下
水
道
技

術
セ
ン
タ
ー
が
熊
本
市
水
道
サ
ー
ビ
ス
公
社
と

合
併
し
、
熊
本
市
上
下
水
道
サ
ー
ビ
ス
公
社
と

名
称
変
更
し
た
こ
と
に
伴
い
必
要
な
事
項
を
定

め
る
も
の
で
す
。

◆
水
上
村
い
じ
め
問
題
対
策
連
絡
協
議
会
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

　
　

い
じ
め
防
止
対
策
推
進
法
の
規
定
に
基
づ
き
、

い
じ
め
防
止
等
に
関
す
る
機
関
及
び
団
体
の
連

携
を
図
る
た
め
、
水
上
村
い
じ
め
問
題
対
策
連

絡
協
議
会
を
設
置
す
る
も
の
で
す
。

◆
水
上
村
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

　
　

水
上
村
組
織
機
構
改
革
に
よ
る
水
上
村
役
場

課
設
置
条
例
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
常
任
委
員

会
の
所
管
を
変
更
す
る
も
の
で
す
。

○
平
成
27
年
度
水
上
村
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

７
号
）

　
　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
４
，
４
５
０
万
円

を
追
加
し
、
総
額
を
２
６
億
６
，
６
８
７
万
５
，

補
正
予
算
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０
０
０
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　
　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
地
方
公
共
団
体

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
強
化
対
策
委
託
料
１
，

０
７
３
万
６
，
０
０
０
円
、
こ
ど
も
育
成
基
金

積
立
金
６
，
０
０
０
万
円
、
学
校
分
収
造
林
基

金
積
立
金
１
，
１
７
０
万
８
，
０
０
０
円
な
ど
を

追
加
計
上
し
ま
し
た
。

○
平
成
27
年
度
水
上
村
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

（
事
業
勘
定
）
補
正
予
算
（
第
３
号
）

  　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
１
，
６
７
１
万
５
，

０
０
０
円
を
減
額
し
、
総
額
を
４
億
１
，

０
０
３
万
３
，
０
０
０
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　
　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
一
般
被
保
険
者
療
養

給
付
費
１
，
５
７
７
万
１
，
０
０
０
円
な
ど
を
減

額
計
上
し
ま
し
た
。

○
平
成
27
年
度
水
上
村
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
４
号
）

　
　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
３
９
６
万
４
，

０
０
０
円
を
減
額
し
、
総
額
を
３
億
７
，

０
２
３
万
２
，
０
０
０
円
と
す
る
も
の
で
す
。

○
平
成
27
年
度
水
上
村
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　
　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
３
万
４
，
０
０
０

円
を
追
加
し
、
総
額
を
３
，
１
４
８
万
８
，

０
０
０
円
と
す
る
も
の
で
す
。

○
平
成
27
年
度
水
上
村
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

　
　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
４
８
０
万
４
，

０
０
０
円
を
追
加
し
、
総
額
を
４
，

３
２
０
万
４
，
０
０
０
円
と
す
る
も
の
で
す
。

○
平
成
27
年
度
水
上
村
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　
　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
５
，
８
０
０
万
円

（
財
源
補
正
）
と
す
る
も
の
で
す
。

○
平
成
27
年
度
水
上
村
林
業
集
落
排
水
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　
　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
５
６
５
万
円
（
財

源
補
正
）
と
す
る
も
の
で
す
。

○
平
成
27
年
度
水
上
村
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）

　
　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
３
，
５
６
１
万
６
，

０
０
０
円
（
財
源
補
正
）
と
す
る
も
の
で
す
。

○
専
決
処
分
事
項
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い

て
（
平
成
27
年
水
上
村
条
例
第
25
号
水
上
村
税

条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
）

　
　

平
成
28
年
度
税
制
改
正
に
お
い
て
、
一
部
の

手
続
に
お
け
る
個
人
番
号
の
利
用
の
取
扱
い
を

見
直
す
方
針
が
示
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
必
要

な
事
項
を
定
め
る
も
の
で
す
。

○
団
体
営
農
業
農
村
整
備
事
業
（
農
業
基
盤
整
備

促
進
型
）
に
係
る
受
益
者
負
担
金
額
の
決
定
に

つ
い
て

　
　

幸
野
・
高
瀬
地
区
揚
水
ポ
ン
プ
整
備
事
業

に
係
る
受
益
者
負
担
金
16
戸
分
６
９
万
４
，

５
１
１
円
及
び
徴
収
方
法
等
に
つ
い
て
決
定
す

　

る
も
の
で
す
。

○
村
道
認
定
に
つ
い
て
（
松
ノ
平
線
）

○
村
道
認
定
に
つ
い
て
（
上
本
野
２
号
線
）

○
村
道
認
定
に
つ
い
て
（
上
本
野
３
号
線
）

○
村
道
認
定
に
つ
い
て
（
上
七
代
線
）

○
村
道
認
定
に
つ
い
て
（
櫟い

ち
の
き木
線
）

　
　

以
上
５
つ
の
議
案
は
、
産
業
厚
生
常
任
委
員

会
に
付
託
し
調
査
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

○
水
上
村
議
会
会
議
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規

則
に
つ
い
て

　
　

女
性
議
員
が
出
産
の
た
め
、
議
会
に
出
席
で

き
な
い
場
合
の
欠
席
届
の
提
出
に
つ
い
て
定
め

る
も
の
で
す
。

○
議
員
派
遣
の
件
に
つ
い
て

○
継
続
審
査
申
出
書
に
つ
い
て

そ　

の　

他
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親善大使任命の
経緯は

本
村
と
郡
内
の
兼
職
状
況
は

水上村親善大使
設置要領による

役
職
の
兼
職
は
郡
内
に
も
あ
る

那須　正弘　議員

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

水
上
村
親
善
大
使
の
任
命
・

委
嘱
の
経
緯
は
。

田
島
企
画
観
光
課
長　

水
上

村
が
森
林
セ
ラ
ピ
ー
基
地
に

認
定
さ
れ
、
関
連
し
た
商
品
づ
く
り

等
に
協
力
い
た
だ
い
た
の
が
き
っ
か

け
で
、
今
後
の
対
外
向
け
Ｐ
Ｒ
効
果

を
期
待
し
親
善
大
使
設
置
要
領
に
よ

り
任
命
し
た
も
の
。

親
善
大
使
は
現
状
の
ま
ま
か
、

新
し
く
選
定
す
る
の
か
。

中
嶽
村
長　

親
善
大
使
の
任

命
に
つ
い
て
は
、
人
数
の
制
限

が
な
い
の
で

本
村
の
た
め

に
な
る
こ
と

で
あ
れ
ば
複

数
で
も
い
い

と
考
え
る
。

問答問答

条
例
で
定
め
る
本
村
役
職
の

兼
職
状
況
と
郡
内
の
実
態
は
。

那
須
総
務
課
長　

本
村
に
お

け
る
条
例
で
定
め
る
各
種
団

体
間
の
役
職
の
兼
職
は
あ
り
、
郡
内

に
も
見
受
け
ら
れ
る
。

兼
職
の
中
で
特
に
消
防
団
に

つ
い
て
、
郡
内
で
議
員
と
団
長

を
兼
務
し
て
い
る
町
村
は
あ
る
か
。

那
須
総
務
課
長　

郡
内
で
は
本

村
の
み
。
議
会
議
員
の
兼
職
に

つ
い
て
は
、
議
会
の
申
し
合
わ
せ
事

項
で
決
定
し
て
い
る
町
村
も
あ
る
。

問問 答

要
望

　

兼
職
は
条
例
・
法
律
違
反
で
は
な

い
と
思
う
が
今
後
協
議
を
進
め
て
い

く
よ
う
要
望
す
る
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

　

○
学
校
の
給
食
食
材

　

○
職
員
の
住
民
対
応

森林セラピー基地案内板

答
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杉野　久志　議員

家畜伝染病の対策は

旧
筍
工
場
の
活
用
状
況
は

県の防疫マニュアルに従い
対応する

住
民
の
イ
ベ
ン
ト
会
場
と
し
て
も

有
効
に
活
用

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

口
蹄
疫
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
に
対
し
て
の
予
防
索
は
。

岩
崎
経
済
課
長　

城
南
家
畜

保
健
衛
生
所
と
役
場
の
畜
産

担
当
で
、
年
６
回
の
指
導
、
家
畜
伝

染
病
予
防
法
に
基
づ
き
日
頃
の
衛
生

管
理
状
況
の
定
期
報
告
調
査
を
行

い
、
年
１
回
の
立
ち
入
り
検
査
を

行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
家
畜
農
家
に

消
石
灰
と
消
毒
液
の
配
布
を
行
い
、

消
石
灰
は
道
路
へ
の
定
期
的
な
散
布

を
各
地
区
で
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
。
消
毒
槽
設
置
の
指
導
も
行
っ
て

い
る
。発

生
し
た
と
き
の
蔓ま

ん
え
ん延
防
止

措
置
、
ま
た
殺
処
分
し
た
と

き
の
埋
却
費
用
は
。

問答問

旧
筍
工
場
の
活
用
状
況
は
。

岩
崎
経
済
課
長　

学
校
行
事

関
係
、
農
業
関
係
等
過
去
５

年
間
で
40
回
述
べ
１
，
７
８
０
名
程

度
の
方
が
利
用
し
て
い
る
。
ま
た
車

両
や
資
材
、
肥
料
等
の
保
管
に
も
活

用
し
て
い
る
。

屋
内
イ
ベ
ン
ト
会
場
と
し
て

の
活
用
は
ど
う
か
。

岩
崎
経
済
課
長　

倉
庫
と
し

て
利
用
し
な
が
ら
、
住
民
の

イ
ベ
ン
ト
会
場
と
し
て
も
有
効
活
用

し
て
い
き
た
い
。

問問 答答

岩
崎
経
済
課
長　

平
成
19
年

に
水
上
村
家
畜
伝
染
病
予
防

防
疫
対
策
要
綱
を
制
定
、
県
の
口
蹄

疫
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
防
疫
マ

ニ
ュ
ア
ル
に
従
い
殺
処
分
や
埋
却
、

車
両
の
消
毒
等
に
従
事
す
る
。現
在
、

埋
却
す
る
場
所
等
は
確
保
し
て
い
な

い
の
で
今
後
検
討
し
て
い
く
。

答

鳥インフルエンザ発生時の消毒状況

雨天時の農林業祭
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30
日
開
催  

第
１
回
臨
時
会
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２
，０
０
０
円
を
追
加
し
、総
額
を

４
億
１
，０
０
９
万
５
，０
０
０
円

と
す
る
も
の
で
す
。

○
平
成
27
年
度
水
上
村
下
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　
　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
１
５

万
８
，０
０
０
円
を
追
加
し
、総
額

を
３
，５
７
７
万
４
，０
０
０
円
と

す
る
も
の
で
す
。

○
村
道
認
定
に
関
す
る
産
業
厚
生
常

任
委
員
長
報
告
の
件

　
　

第
１
回
３
月
議
会
定
例
会
に
お

い
て
、
産
業
厚
生
常
任
委
員
会
に

付
託
さ
れ
ま
し
た
５
路
線
の
村
道

認
定
に
つ
い
て
は
、
３
月
16
日
、

産
業
厚
生
常
任
委
員
会
が
開
催
さ

れ
現
地
調
査
等
を
行
い
慎
重
審
議

さ
れ
ま
し
た
。
委
員
長
報
告
を
踏

ま
え
、
採
決
の
結
果
、
報
告
の
と

お
り
松
ノ
平
線
、
上
本
野
２
号
線
、

上
本
野
３
号
線
、
上
七
代
線
の
４

路
線
は
村
道
に
認
定
さ
れ
、
櫟
木

線
は
認
定
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

○
継
続
審
査
申
出
書
に
つ
い
て

条　
　

例

○
行
政
不
服
審
査
法
の
施
行
に
伴
う

関
係
条
例
の
整
理
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

　
　

行
政
不
服
審
査
法
の
改
正
に
伴

い
、
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の

で
す
。

○
平
成
27
年
度
水
上
村
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
８
号
）

　
　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
７
，

６
１
２
万
５
，０
０
０
円
を
追
加

し
、総
額
を
２
７
億
４
，３
０
０
万

円
と
す
る
も
の
で
す
。

　
　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、地
域
公

共
交
通
対
策
基
金
積
立
金
６
，

０
０
０
万
円
、国
の
補
正
予
算
に

よ
る
地
方
創
生
加
速
化
交
付
金
が

満
額
充
当
さ
れ
た
産
業
推
進
事
業

費
３
，２
９
６
万
１
，０
０
０
円
な

ど
を
追
加
計
上
し
ま
し
た
。

補
正
予
算

　
　

ま
た
、５
事
業
７
，０
２
５
万
６
，

０
０
０
円
を
28
年
度
へ
繰
り
越
し

ま
し
た
。

①総合行政システム改修事業 28万 6千円

②産業推進機構事業 3,296万 1千円

③くまもと県南広域観光連携事業 24万 1千円

④橋梁長寿命化改築事業 1,300万円

⑤ 27年公共土木施設災害復旧事業 2,376万 8千円

○
平
成
27
年
度
水
上
村
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
（
事
業
勘
定
）
補
正

予
算
（
第
４
号
）

　
　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
６
万

そ
の
他

編
集
後
記

　

今
年
の
桜
は
、
３
月
17
日
に
開
花
し
約

３
週
間
程
綺
麗
な
花
を
咲
か
せ
て
く
れ
ま

し
た
。
一
大
イ
ベ
ン
ト
の
桜
ま
つ
り
に
は
、

期
間
中
県
内
外
か
ら
多
く
の
お
客
様
に
お

越
し
い
た
だ
き
、
水
上
村
を
満
喫
さ
れ
た

こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

本
村
は
、
桜
の
時
期
に
限
ら
ず
、
１
年

通
し
て
四
季
折
々
豊
か
な
自
然
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
る
村
で
す
。
大
自
然
、
人
の

温
か
み
や
水
上
村
だ
か
ら
こ
そ
の
お
も
て

な
し
を
感
じ
て
い
た
だ
き
、「
第
二
の
故
郷
」

と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
そ
ん
な
地
域

に
な
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

新
年
度
も
始
ま
り
、
小
学
生
16
名
、
中

学
生
10
名
が
入
学
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の

子
ど
も
達
に
も
「
水
上
が
故
郷
で
よ
か
っ

た
」
と
将
来
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
地

域
を
残
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
頑
張
っ

て
ま
い
り
ま
す
。　
　
　
　

  

山
崎　

隆
浩

広
報
特
別
委
員
会

委
員
長 　
　

荒
嶽　
　

晋

副
委
員
長　
　

　

米
本　

宗
徳

委　
　

員　
　

　

米
良　
　

哲

山
崎　

隆
浩

満開のダム湖周辺の桜
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総務課からのお知らせ
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総務課他からのお知らせ

水
上
村
職
員
異
動
・
昇
格
一
覧

（
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
）

産
業
振
興
課
長
・
農
業
委
員
会
事
務
局
長

　

田
島　

淳
一
（
企
画
観
光
課
長
）

総
務
課
長

　

藏
座　

利
実
（
税
務
課
長
・
会
計
管
理
者
）

税
務
住
民
課
長

　

橋
本
美
樹
夫
（
教
育
課
長
）

保
健
福
祉
課
長

　

田
代　

浩
章
（
住
民
福
祉
課
長
）

教
育
課
長

　

甲
斐　
　

敦
（
会
計
室
課
長
補
佐
）

会
計
管
理
者

　

幸
野　

一
樹
（
教
育
課
課
長
補
佐
）

産
業
振
興
課
課
長
補
佐

　

西
本　

克
幸
（
農
業
委
員
会
書
記
）

税
務
住
民
課
課
長
補
佐

　

立
尾　

一
貴（
企
画
観
光
課
課
長
補
佐
）

保
健
福
祉
課
課
長
補
佐

　

湯
谷　

政
彦
（
建
設
課
課
長
補
佐
）

産
業
振
興
課
係
長

　

荒
嶽　

雄
一
（
税
務
課
係
長
）

総
務
課
係
長

　

椎
葉　

由
美
（
住
民
福
祉
課
係
長
）

保
健
福
祉
課
保
健
師
（
係
長
）

　

那
須　

理
絵（
住
民
福
祉
課
保
健
師（
係
長
））

産
業
振
興
課
係
長

　

田
代　

浩
幸
（
住
民
福
祉
課
係
長
）

建
設
課
係
長

　

信
國　

俊
輔
（
建
設
課
参
事
）

教
育
課
係
長

　

那
須　

裕
平
（
教
育
課
参
事
）

保
健
福
祉
課
係
長

　

加
藤　
　

康
（
住
民
福
祉
課
参
事
）

保
健
福
祉
課
参
事

　

岡
本　

孝
雄
（
経
済
課
参
事
）

税
務
住
民
課
参
事

　

那
須　

緑
（
税
務
課
参
事
）

農
業
委
員
会
書
記
（
主
事
）

　

那
須　

恵
（
建
設
課
主
事
）

保
健
福
祉
課
保
健
師

　

廣
末
真
奈
美
（
住
民
福
祉
課
保
健
師
）

税
務
住
民
課
主
事

　

椎
葉　

睦
美
（
総
務
課
主
事
）

産
業
振
興
課
主
事

　

田
浦　

知
希
（
経
済
課
主
事
）

税
務
住
民
課
主
事

　

井
上　

公
人
（
税
務
課
主
事
）

建
設
課
主
事

　

中
村　

和
架
（
住
民
福
祉
課
主
事
）

総
務
課
主
事

　

米
来　

博
也
（
企
画
観
光
課
主
事
）

教
育
課
主
事

　

岩
﨑　
　

亮
（
経
済
課
主
事
）

産
業
振
興
課
主
事

　

椎
葉　

正
和
（
企
画
観
光
課
主
事
）

税
務
住
民
課
主
事

　

椎
葉
真
珠
美
（
住
民
福
祉
課
主
事
）

税
務
住
民
課
主
事

　

白
川　

郁
也
（
住
民
福
祉
課
主
事
）

建
設
課
主
事

　

椎
葉　

隼
也
（
経
済
課
主
事
）

産
業
振
興
課
主
事

　

林
田　

健
司
（
企
画
観
光
課
主
事
）

岩
野
保
育
所
調
理
師

　

北
村　

園
子
（
湯
山
保
育
所
調
理
師
）

岩
野
保
育
所
保
育
士

　

福
田　

仁
美
（
湯
山
保
育
所
保
育
士
）

水
上
村
職
員

　
　

新
規
採
用
一
覧

（
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
）

保
健
福
祉
課　

保
健
師

　

岩
崎　

有
希　

新
規
採
用

保
健
福
祉
課　

主
事

　

高
橋　

朋
宏　

新
規
採
用

産
業
振
興
課　

主
事

　

杉
野　

直
輝　

新
規
採
用

税
務
住
民
課　

主
事

　

荒
嶽　

美
咲　

新
規
採
用

水
上
村
職
員
退
職
一
覧

（
平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日
）

総
務
課　

課
長

　
　

那
須　

利
広

経
済
課　

課
長

　
　

岩
崎
美
智
男

＊＊ 市房ダム洪水対応演習の実施について ＊＊
◆日時　　自　平成 28 年５月 19 日（木）（９時から 17 時まで）
　　　　　至　平成 28 年５月 20 日（金）（９時から 17 時まで）
◆演習概要
（１）流域住民への危害防止措置の実施
　球磨川ぞいに設置している放流警報局（全 16 局）から放送及びサイレン吹鳴を行います。
　なお、放送及びサイレン吹鳴は 19 日（木）のみ実施する予定です。
（２）情報伝達訓練
　関係市町村等への情報伝達訓練を行わせていただく予定です。詳細は改めてご連絡します。
（３）机上訓練
　ダム職員によるゲート操作等の机上訓練を行います。

◆その他
　今回は演習ですので、ダムから実際の放流は行いません。
　ただし、演習当日、降雨等によって実際の放流を行うことが予想される場合は、演習を中止するこ
とがあります。

【担当】　熊本県市房ダム管理所　管理課　〒 868-0701　球磨郡水上村岩野３－６
TEL：44-0304　FAX：44-0659　メール：todaka-y@pref.kumamoto.lg.jp
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②
新
任

③
ス
ポ
ー
ツ
観
戦

④
自
然
豊
か
な
水
上
村
で
働
く

こ
と
が
出
来
て
う
れ
し
く
思

っ
て
い
ま
す
。
新
規
採
用
な

の
で
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
が

多
い
と
思
い
ま
す
が
、
頑
張

り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

②
人
吉
西
小
学
校

③
温
泉
巡
り
＆
入
浴
剤
入
り
の

お
風
呂
＆
マ
ッ
サ
ー
ジ
で
リ

ラ
ッ
ク
ス
す
る
時
間
が
好
き

で
す
。
草
む
し
り
、
剪
定
、

花
い
じ
り
も
好
き
で
す
。

④
日
本
一
の
美
し
い
桜
の
里
水

上
村
に
赴
任
で
き
て
幸
せ
で

す
。
ス
テ
キ
な
子
ど
も
た
ち
、

先
生
方
、
保
護
者
や
地
域
の

皆
さ
ん
と
心
を
通
わ
せ
「
チ

ー
ム
岩
野
」
と
し
て
前
進
し

て
い
き
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

②
和
水
町
立
三
加
和
小
学
校

③
読
書

④
水
上
村
の
明
る
く
素
直
な
子

ど
も
達
と
、
笑
顔
で
頑
張
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

②
上
益
城
郡
甲
佐
町
龍
野
小
学

校
③
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
・
フ
ッ
ト
サ

ル
④
子
ど
も
た
ち
の
心
と
体
の
健

康
を
、
保
護
者
の
皆
様
、
地

域
の
方
々
と
一
緒
に
守
り
育

て
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
！
笑
顔
と
元
気
で
頑
張
り

教育課からのお知らせ
②
須
恵
小
学
校

③
渓
流
釣
り

④
ま
た
、
水
上
に
来
ら
れ
て
本

当
に
良
か
っ
た
で
す
。
慣
れ

な
い
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、
が
ん
ば
り
ま
す
。

湯
山
小
学
校

岩
野
小
学
校

　

四
月
一
日
付
け
で
教
職
員
の
異
動
が
あ
り
、
次
の
先
生
方
が
転
入
・
転
出
さ
れ
ま
し
た
。
転
入
さ
れ
た
先
生
方

に
は
、
本
村
の
教
育
の
向
上
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
転
出
さ
れ
た
先
生
方
に
は
本
村
教
育
の
発
展
に
ご
努
力
い
た
だ
き
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

転
出
先
で
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

転
入
さ
れ
た
先
生
方
の
ご
紹
介
を
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

水
上
村　

教
育
の
発
展
に
ご
尽
力
を

①
氏
名　

②
前
任
校

③
趣
味　

④
抱
負

①教諭

　荒
あ ら き

木　淳
じゅんじ

司

①講師

　米
よ ね だ

田　知
ともひろ

弘

①養護助教諭

　小
こ い で

出　桂
け い こ

子

①補助教員

　平
ひらやま

山　恵
めぐみ

①養護教諭

　野
の だ

田　博
ひ ろ こ

子

①教諭

　白
しらがし

樫　和
か ず み

美

①校長

　椎
しい

　由
ゆ き こ

紀子

②
多
良
木
小
学
校

③
音
楽
鑑
賞

④
分
か
ら
な
い
事
だ
ら
け
で
す

が
、
明
る
く
元
気
に
が
ん
ば

り
ま
す
！
気
軽
に
声
を
か
け

て
く
だ
さ
い
。

②
相
良
中
学
校

③
本
を
読
む
こ
と

④
久
し
ぶ
り
の
小
学
校
で
す
。

原
点
に
か
え
っ
て
執
務
を
見

直
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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②
多
良
木
中
学
校

③
音
楽
鑑
賞
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、

ラ
ン
ニ
ン
グ

④
二
十
三
年
ぶ
り
に
水
上
に
戻

っ
て
き
ま
し
た
。
一
生
懸
命

が
ん
ば
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

②
多
良
木
中
学
校

③
お
い
し
い
も
の
を
食
べ
に
行

く
ド
ラ
イ
ブ
（
小
旅
行
）

④
水
上
村
の
地
質
や
水
上
野
球

や
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
間
近
で

見
て
み
た
い
。
学
ん
だ
事
を

学
校
生
活
に
生
か
し
た
い
。

②
人
吉
市
立
第
三
中
学
校

③
絵
画
鑑
賞

④
水
上
中
の
た
め
、
生
徒
の
た

め
、
夢
が
叶
う
よ
う
に
、
生

徒
と
一
緒
に
頑
張
り
ま
す
。

教育課他からのお知らせ

水
上
中
学
校 ①特別支援教育支援員

　工
く ど う

藤　晃
こうすけ

介

①教諭

　畑
は た だ

田　誠
せ い わ

和

①教頭

　天
あ も う

羽　伸
し ん や

哉

①教諭

　松
まつばら

原　浩
こうぞう

三

②
平
成
二
十
八
年
一
月
よ
り
岩

野
小
学
校
勤
務

③
映
画
鑑
賞
、
運
動
、
バ
イ
ク

④
子
ど
も
達
に
若
さ
と
元
気
で

負
け
な
い
よ
う
頑
張
り
ま

す
。
学
校
行
事
等
で
保
護
者
・

地
域
の
皆
様
に
お
世
話
に
な

る
と
思
い
ま
す
が
、
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

湯
山
小
学
校

・
上
小
学
校

　

教　

諭　
　

平
江　

伸
行

・
和
水
町
立
菊
水
中
央
小
学
校

　

教　

諭　
　

浜
崎　

由
香

・
水
上
中
学
校

　

養
護
助
教
諭

　
　
　
　
　
　

那
須
富
貴
子

・
退
職

　

補
助
教
員　

高
田
真
由
美

岩
野
小
学
校

・
錦
西
小
学
校

　

校　

長　
　

吉
田　
　

亨

・
多
良
木
小
学
校

　

教　

諭　
　

椎
葉
由
紀
美

・
和
水
町
立
菊
水
中
学
校

　

養
護
教
諭　

中
村　

涼
子

水
上
中
学
校

・
あ
さ
ぎ
り
町
教
育
委
員
会

　

教　

頭　
　

竹
内　

正
信

・
錦
中
学
校

　

教　

諭　
　

田
上　

定
子

・
益
城
町
立
益
城
中
学
校

　

教　

諭　
　

大
津　

和
浩

・
五
木
中
学
校

　

教　

諭　
　

上
渕　

純
子

・
山
田
小
学
校

　

養
護
助
教
諭

　
　
　
　
　
　

立
道　
　

茜

・
退　

職

　

講　

師　
　

松
本　

正
運

転　

出　

者

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
！

　今年度は「毎月第２木曜日」に行政
相談所を開設します。
　相談は無料で秘密は固く守られま
す。お気軽にご相談ください。
日　時：５月12日（木）午後１時～午後３時
場　所：水上村保健センター
相談員：行政相談委員　唐鎌　精二 さん
お問い合せ先
　水上村役場　総務課　内田　☎４４－０３１１

※社会福祉協議会による、相談会も同日開催され
ます。
日　時：５月12日（木）午後１時～午後４時
場　所：水上村保健センター
相談員：弁護士等　　※事前に予約が必要です。
お問い合せ先
　水上村社会福祉協議会　☎４４－０７８２
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保健福祉課他からのお知らせ

平成28年度新規等補助・助成事業一覧
　平成 28年度からの新規や、内容の拡充等をおこなった助成・補助事業の一覧になります。詳しい
内容等は、各担当課までお問い合わせください。

事業名称 内　　　　　容 金額・率等 担当課

出産祝金
住民基本台帳に記載されている者で、１
年以上本村に在住している出生児の父又
は母への祝金

第1子：3万円
第 2子：5万円
第 3子以降：10万円

保健福祉課
（44-0313）

子ども医療費助成
年齢が満 18 歳に達する日以降の最初の
３月 31 日までの間にある全ての者への
医療費助成

医療費に要した一部負
担金及び入院時食事療
養費

認知症対応型共同生活
介護事業所の家賃等助成

要介護者及び要支援２の認定を受けた者
を受入れ、家賃、食材料費及び光熱水費
の費用負担が困難な低所得者に対し、利
用者負担の軽減を行っている事業者を対
象として助成

老齢福祉年金受給者又
は、住民税非課税世帯
に属する者で、合計所
得額及び課税年金収入
額の合計が８０万円以下
の者：1日当 1,000円
住民税非課税世帯に属
する者：１日当500円

不妊治療費補助 不妊治療に要する経済的負担を軽減する
ための補助 次ページ参照

産業担い手支援補助金 45歳未満の新規農林商工就業者
（国の給付金未該当者） 50万円 /年・5年

産業振興課
（44-0314）新規作物導入補助 販売を目的とした新規作物の苗代補助 50%

鳥獣害対策支援事業
（狩猟免許取得等補助） 銃・わなの免許取得に対する経費の補助 50%

水上村高等学校等
通学費等支援補助事業

鉄道バス通学者 購入通学定期

8割補助
（いずれも1ヶ月
10,000円を上限）

教育課
（44-0333）

寮・下宿等通学者 寮費・下宿代等
（食事代を除く家賃代等）

バイク等通学者

湯前駅を起点とし通学
先の最寄り駅をみなし
駅とみて６ヶ月定期券
購入額を１ヶ月に算定
した金額

小学校修学旅行補助 修学旅行費総額の内 8,000 円を超えた額
を村から助成 個人負担は8,000円

水上村ホームスティ事業
村内中学 2年生に対し、英会話に興味が
あり、学習意欲がある者を
海外ホームスティに参加させる。

予算範囲内で概ね 40
万円以内
（希望者数で変動）
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保健福祉課・建設課からのお知らせ

道路上に張り出している樹木・竹林伐採のお願い
　道路や歩道への枝の張り出しや倒木により、歩行者や自動車等の通行に支障となる場合があります。
歩行者及び自動車等の通行や、強風や大雨時の安全確保のため、樹木の管理に御協力をお願いいたし
ます。
　また、緊急の場合は、道路管理者が、道路通行の支障となる竹木や枝などを予告なく伐採・撤去す
ることがありますので、御理解願います。
　なお、樹木の倒木等が原因で歩行者や自動車等に損害が発生した場合、被害者から、樹木所有者
の管理責任を問われることがあります。
民法第717条　土地の工作物の占用者及び所有者の責任
１．土地の工作物の設置又は保存に瑕疵があることによって他人に損害を生じたときは、その工作
物の占有者は、被害者に対してその損害を賠償する責任を負う。ただし、占有者が損害の発生を
防止するのに必要な注意をしたときは、所有者がその損害を賠償しなければならない。
２．前項の規定は、竹木の栽植又は支持に瑕疵がある場合について準用する。
３．前二項の場合において、損害の原因について他にその責任を負う者があるときは、占有者又は
所有者は、その者に対して求償権を行使することができる。

　道路を安全に通行するため、一定の幅、一定の高さの範囲内に通行の
障害となるものを設けてはならない区域として建築限界が定められてお
りますので、建築限界にはみ出した（図上の通行障害部の）樹木等の伐
採にご協力お願いします。

●支障となる例
1　道路・歩道へ樹木・竹林等が張り出している。
2　枯れ木・竹、折れ木・竹等により通行障害がある。（または、その恐
　　れがある） 
3　竹林の繁茂による通行障害がある。（または、その恐れがある） 
4　雑草が道路上に伸び通行障害がある。見通しが悪い。

問い合わせ先
　熊本県球磨地域振興局　土木部　維持管理調整課　　電話　２４－４１１９
　水上村役場　建設課　　　　　　　　　　　　　　　電話　４４－０３１５

水 上 村 不 妊 治 療 費 補 助
内　　　　　　　　　　　　　　　　　容

女
性

対象治療 特定不妊治療（体外受精又は顕微授精）
特定不妊治療以外の不妊治療

対象年齢 妻の年齢が43歳未満
通算回数 ６回（妻の年齢が40歳以降で開始した場合３回） 
年間回数 制限なし
通算期間 制限なし

補助額 10万円
（特定不妊治療の場合、治療費の額から県助成金を控除した額の２分の１で10万円を限度）

男
性

対象治療
精巣内精子生検採取法（ＴＥＳＥ）
精巣上体内精子吸引採取法（ＭＥＳＡ）
その他精子を精巣又は精巣上体から採取するための手術等

対象年齢 制限なし
通算回数 ６回（妻の年齢が40歳以降で開始した場合３回） 
年間回数 制限なし
通算期間 制限なし

補助額 特定不妊治療及び一般不妊治療に男性不妊治療費等が含まれる場合、１回の治療費の２分の
１又は10万円いずれか低い額
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建設課からのお知らせ

地元が施工する道路工事（里道・林道・作業道の改良、
舗装等）補助金の要望調査について

　水上村道路工事補助金の要望を受け付けますので、希望される方は次の事項を参照の上、水
上村役場建設課へお申し込みください。

●「里道」工事の工種及び補助率は次のとおりです。
工種 補助率

改良・舗装・修繕・災害復旧 80％以内
（本年度から10％増）

○里道については、沿線又は奥地に住家があるものが条件です。
○要望・申請については、公道となるため区長名で申し込んでください。
○宅地内にある侵入路は、補助対象になりません。
※辺地対策として上記補助率に10％の割り増し補助がある地域があります。

●「林道」工事の工種及び補助率は次のとおりです。
工種 補助率

改良・舗装 60％以内

維持修繕（路面災害） 35％以内
○林道台帳に記載されている林道で、受益者で工事を行うものとします。

●「作業道」工事の工種及び補助率は次のとおりです。
工種 補助率

新設・改良・舗装 60％以内

維持修繕（路面災害） 35％以内

災害復旧 55％以内
○補助対象者は、村内に居住する者で受益者２戸以上とします。

●「共通事項」
○補助金には予算枠があり、事業効果等を考慮します。要望された工事すべてが採択される
とは限りませんのでご理解ください。
○この補助事業は、村内居住者を対象とします。
○年度内に着工・完了できる工事を対象とし、交付決定前の着工は認めません。
○「補助金交付要望書」を、水上村役場建設課まで提出してください。
　（※要望書は、建設課にあります。）

　申 込 期 限　平成28年５月13日（金）午後５時
　申し込み先　水上村役場建設課（℡44-0315）　担当：椎葉
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産業振興課・建設課からのお知らせ

農家のみなさんへ
水上村産業後継者育成奨学金について

　本村在住者で、各種研修により技術取得を目指す方へ、産業後継者育成奨学金制
度があります。是非ご活用ください。内容は以下のとおりです。

１　貸与額　　５０，０００円／月
２　貸与期間　３年以内
３　利子　　　無利子
４　返還　　　貸与期間の２倍の範囲内で返還
　　　　　　　１年据置
　　　　　　　本村に在住し、研修を活かした職業に就けば免除制度があります。

　　詳しくは水上村役場産業振興課までお尋ね下さい。
　　ＴＥＬ　４４－０３１４

個人住宅の宅地災害に対する補助金について
　水上村では、台風・豪雨・地震などの自然災害で宅地の被害を受けた住民に対し
てその復旧費用を補助する制度を設けております。（建物被害は、除きます。）
　今までは、宅地の被災した部分が住宅に接していて危険と思われる場合のみ補助
対象としておりましたが、平成28年度からは、下図のように住宅から離れていても
危険であると思われる場合も補助の対象となりましたのでお知らせします。
　なお、補助金の交付対象となる宅地災害は、復旧費用が10万円以上となる場合で
限度額は200万円までとなります。（補助率は、復旧費用の50％以内）
　自然災害により該当するような宅地災害が発生した場合には、水上村役場建設課
へ連絡をお願いします。（建設課直通電話：４４－０３１５）
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教育課からのお知らせ

岩野公民館 図書室より
今月の新刊を紹介します！

書　　　　名 著　者　名 書　　　　名 著　者　名

幸せになる勇気 岸見  一郎 サブマリン 伊坂　幸太郎

人は幸せになるために生きているのに、なぜ「幸福
な人間」は少ないのか ?そして、どうすれば人は幸
せになれるか。あなたの生き方を変える劇薬の哲学
問答が、ふたたび幕を開ける！

前作『チルドレン』から、12 年。家裁調査官・陣
内と武藤が出会う、新たな「少年」たちと、罪と罰
の物語。

まく子 西　加奈子 神の値段 一色　さゆり

少女の秘密が、ぼくの世界を塗り替えた。信じるこ
と、与えること、受け入れること、そして変わって
いくこと…。これは、誰しもに宿る「奇跡」の物語。

人前に一切姿を見せない世界的な現代美術家、川田
無名。唯一、その正体を知るギャラリー経営者が何
者かに殺された－。『このミステリーがすごい！』
大賞受賞作！

ワンダフル・ワールド 村上　由佳 書店猫ハムレットのお散歩 アリ・ブラントン

恋と呼べるかどうかもわからない、けれど決して替
えのきかない唯一のものたちへの想いを、香りとと
もに綴った喪失と再生の物語。

ダーラが経営する書店のマスコット、ハムレットの
元気がない。猫のセラピストに診てもらうと、最近
の自分を出来損ないのように感じているという。愕
然とするダーラだったが、さらに驚きのできごとが
起きて…。

カエルの楽園 百田　尚樹 いまどうしてる？
恋してます。

深町　なか
ぺんたぶ

最大の悲劇は、良心的な愚かさによってもたらされ
る。ベストセラー作家が全力で挑んだ、衝撃の問題作。
平和とは何か。愚かなのは誰か。大衆社会の本質を
衝いた、寓話的「警世の書」。

いま、想いを届けたい人がいる。そんなあなたへ。
140 文字の恋コトバと画。50万フォロワーの人気
イラストレーターとTwitter 上で恋愛ツイートが話
題のネット作家のコラボレーション ! 

天才 石原　慎太郎 ペネロペとハローキティ
リンゴケーキをつくる アン・グッドマン

幼少期のコンプレックス、政界入りのきっかけ、角福
戦争の内幕、ロッキード事件の真相、田中派分裂の舞
台裏、家族との軋轢…。相半ばする男の汗と涙で彩ら
れた生涯 ! 

ペネロペのおうちにキティが遊びにきました。ふた
りでいっしょにりんごケーキを作ります。上手にで
きるかな ?人気キャラクター、初のコラボ絵本☆
ケーキのレシピ付！

コんがらガっちぬきあし
さしあしすすめ！の本 ユーフラテス 地球のみえないところを

のぞいてみたら てづか　あけみ

いぐらは、忍者「いぐらのすけ」に変身し、わるもの
やしきに抜き足差し足で忍び込みます。わるもの屋敷
にはヘンテコな仕掛けがいっぱい…。いぐらは無事、
使命を果たせるのか！？

木の中、海の中、雲の上…、見えないところには、
ふしぎがいっぱい！さあ、地球探検に出かけよう！

江ノ島西浦写真館 三上　延 キャッチ=22（上・下） ジョーセフ ヘラー

祖母の遺品整理のため写真館を訪れた桂木繭は、注文
したまま誰も受け取りに来ない、「未渡し写真」の束
を見つける。『ビブリア古書堂の事件手帖』の著者が
描く、少しビターな青春ミステリ！

第二次大戦末期。中部イタリアの米空軍基地に勤務
するヨッサリアン大尉の願いはただ一つ、生き延び
ること。仮病を使い、狂気を装い、なんとか出撃を
免れようとするのだが……。
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めの「あっせん」の支援等も行っています。
　詳しくは、県庁森林整備課又はお近くの県広域
本部（地域振興局）林務課までお尋ねください。

小規模事業者の皆様へ
ものづくり人材の育成に関する支援
を新たに開始しました
　県では、小規模事業者（製造業）の人材育成を支
援するため、専門的知識を持ったコーディネー
ターを配置し、人材育成の様々な相談に無料で応
じる事業を開始しました。
　また、高い技術を持つ講師を企業に派遣して、技
術指導を行う人材育成も実施しています。

熊本県職員・警察官の採用試験を実
施します。
◆試験の種類
　①県職員（大学卒業程度、免許資格職）
　②県職員（民間企業等経験者対象）
　③警察官（警察官Ａ）
◆申込受付締切
　①～②　５月13日（金）（当日消印有効）
　③　５月20日（金）（当日消印有効）
◆第１次試験日
①～②　６月26日（日）　※①～②は東京会場
もあります。
③　７月10日（日）

※募集職種、受験資格等や受験申込書の配布場所
については、熊本県ホームページをご覧いただ
くか、熊本県人事委員会事務局までお問い合わ
せください。

農地中間管理機構が農地を『貸したい
方』『借りたい方』を募集しています！
　農地中間管理機構（熊本県農業公社）では、農業
経営を縮小される方などから農地を借り受け、担
い手農家などに貸し出しを行っております。
　『地域の担い手農家に農地を貸したい』、『良い農
地があれば借りたい』という方は、市町村やＪＡの
担当窓口、熊本県農業公社にご相談ください。

ミツバチに対する農薬危害防止につ
いて
　ミツバチは、果樹類やいちご、メロン、すいか
等の園芸作物の花粉交配に不可欠で、農業生産に
おいて重要な役割を担っています。
　これからカンキツ類の開花が始まり、ミツバチ
が蜜や花粉を求めて訪花する時期となります。農
薬散布の際は、次の３点に留意し、ミツバチの死
亡事故が発生しないよう十分注意しましょう。①
農薬はラベルでミツバチに影響のある薬剤かどう
か確認し、使用上の注意事項に従い適正に使用す
る。②近くの養蜂家と巣箱の位置や防除計画など
事前に情報交換する。③防除時は、ほ場周辺を十
分確認し、ミツバチや巣箱に農薬がかからないよ
うに注意する。

「森林を見直そう！」～森林をお持ち
の皆様に大切なお知らせです～
　熊本県では、県内の豊かな森林資源を最大限に
利活用した、林業の成長産業化の実現に向け、森林
の面的まとまりを確保し、木材を低コストで安定
的に供給できる体制を整備するため、「森林の集約
化」に取り組んでいます。
　この取組では、県が、自ら森林を経営・管理する
ことが困難な方に対して、所有権の移転を行うた

お知らせ

お問い合せ先
熊本県農業公社
（Tel）096-213-1234　
熊本県農業公社　　検索

お問い合せ先
熊本県農業技術課（Tel）096-333-2381
畜産課（Tel）096-333-2401
最寄りの各広域本部（地域振興局）農業普及・振
興課までおたずねください。

お問い合せ先
（公財）くまもと産業支援財団
　上益城郡益城町田原 2081-10
　（Tel）096-289-2438

お問い合せ先
県庁森林整備課
　（Tel）096-333-2441

お問い合せ先
熊本県人事委員会事務局
　（Tel）096-333-2733
熊本県職員採用ガイド　検索
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「2 級土木施工管理技士」試験対策講座 受講生募集
　10月実施の土木施工管理技士試験に申し込みを予定している方、今から申し込みをされ
る方、試験対策講座を実施しますので奮って参加してください。
　試験の申し込みについてもご相談ください。

１．講座科目　「２級土木施工管理技士」試験対策講座
２．訓練期間　平成28年７月～９月の土曜日　８日間
３．時　　間　午前９時～午後４時（６時間）
４．募集期間　６月１日（水）～７月１日（金）
５．受 講 料　２万円（消費税・テキスト代含む）
６．注意事項　10月実施の試験に申込みを予定している方が対象となります。
　　　　　　　試験申し込みまたは要項などもご相談ください。
７．問合せ・申込先
　　　　　　　職業訓練法人　人吉球磨能力開発センター
　　　　　　　熊本県人吉市相良町1253-1
　　　　　　　TEL　22-2475
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月 日 曜日 上　球　磨 中　球　磨 そ　の　他 小　児　科

5

1 日
犬童内科胃腸科医院
（TEL　42-1125）

権頭医院
（TEL　36-0008）

やまむら医院
あさぎり町　 （TEL　45-0005）

3 火
こんどう整形外科
（TEL　45-6555）

高田内科医院
（TEL　38-3677）

公立多良木病院小児科
多良木町　　 （TEL　42-2560）

4 水
古城クリニック
（TEL　44-0321）

田中医院
（TEL　38-0061）

人吉医療センター小児科
人吉市老神町（TEL　22-2191）

5 木
そのだ医院
（TEL　43-2063）

深水内科医院
（TEL　38-3221）

増田クリニック小児科　
人吉市五日町（TEL　22-3570）

8 日
宮原医院
（TEL　42-2082）

酒瀬川内科　
（TEL　38-0050）

たかはし小児科内科医院
人吉市相良町（TEL　24-2222）

15 日
渡辺医院
（TEL　42-2541）

ほづみ皮膚科医院　
（TEL　26-5300）

やまむら医院
あさぎり町　 （TEL　45-0005）

22 日
横山医院
（TEL　42-2132）

小林整形外科医院
（TEL　38-3455）

増田クリニック小児科　
人吉市五日町（TEL　22-3570）

29 日
仁田畑クリニック
（TEL　42-1123）

脳神経外科小林クリニック
（TEL　38-5670）

たかはし小児科内科医院
人吉市相良町（TEL　24-2222）

※予定のため、変更になる場合もございますので、ご了承ください。

月 日 曜日 当　番　薬　局 そ　の　他

5

1 日
くるみ薬局（あさぎり町） （TEL　49-9630）

清風薬局サンロード免田店（あさぎり町）
（TEL　49-9600）

エスエス堂きりん本町薬局（あさぎり町） （TEL　45-6330）

3 火
高階誠心堂錦調剤薬局（錦町） （TEL　38-4940）
山口薬局（多良木町） （TEL　42-2123）
多良木いちご薬局（多良木町） （TEL　42-6888）

4 水 クスノキ薬局桜の里店（水上村） （TEL　47-8123）
5 木 犬童薬局（湯前町） （TEL　43-3903）

8 日
つばめ薬局（錦町） （TEL　25-2500）
山口薬局ピーチ店（多良木町） （TEL　42-7712）

15 日 エスエス堂きりん本町薬局（あさぎり町） （TEL　45-6330）
22 日

29 日
ひご薬局多良木店（多良木町） （TEL　49-1011）
百太郎薬局（錦町） （TEL　28-8123）

※予定のため、変更になる場合もございますので、ご了承ください。

球磨郡医師会休日在宅医当番（５月）

休日当番薬局（５月）
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5月のごみ収集・・・美しい水上 ３R（リデュース・リユース・リサイクル）・温暖化防止活動に参加しましょう。
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30 31

燃えるごみ

燃えるごみ

燃えるごみ

燃えるごみ

燃えるごみ

燃えないごみ

燃えないごみ

資源ごみ

資源ごみ

燃えるごみ
12日・26日：アルミ缶・スチール缶・透明びん・
                茶色びん

  5日・19日：燃えないごみ・鉄くず・
                ガラス・陶器

資源ごみ

燃えないごみ

2日・9日・16日・23日・30日

～ごみの分別に関するQ＆A～
Q　スプレー缶・ガスボンベ類は、どうやって出すの？
A　穴をあけガスを抜いたうえで、燃えないごみの袋に入れて燃えないごみとし
て出してください。
Q　焼酎一升瓶やビール瓶は、どうやって出すの？
A　焼酎一升瓶やビール瓶は、販売店又は子ども会の空き瓶回収に
出してください。
Q　陶磁器製（茶碗・皿）等や鏡はどうやって出すの？
A　割れていない物はそのままでも構いませんが、割れている物は
危険防止のため新聞紙・厚紙で包んで燃えないごみとして出して
ください。
Q　布団・こたつ布団は、どうやって出すの？
A　布団・毛布は、「布類」ではありませんので、燃えるごみの袋に入る大
きさに切って収集日に燃えるごみで出されるか、１メートル以下に切断し
て、直接クリーンプラザに持って行くようにお願いします。
　また、綿が入っている丹前、こたつ用掛け布団・敷布団、マット類も同様です。
　指定袋に入る程度に切り、燃えるごみとして出してください。

★お買い物にはマイバックを持参しましょう
水上村役場　保健福祉課（担当：高橋）TEL４４－０３１３

ごみ袋に入れる前に一度確認を！
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広報みずかみ
2016. no532

　平成２８年熊本地震により、熊本地方を中心
に甚大な被害をもたらし、多くの死傷者及び行
方不明者が出ています。
　こうした状況を受け、水上村におきましても
被災地域住民の皆様の支援のために熊本地震
義援金箱を設置しました。
　設置箇所は水上村役場と岩野公民館です。

平成２８年熊本地震で
被災された方にご支援を！！

　大正初期頃、谷山亀治氏（当事５０歳）が千ヶ
平の広瀬に牛山（うしやま、牛で木材等を運搬
すること）に来ていて、古屋敷小学校の屋根
葺替えの落成式にと、千ヶ平住民に１人で１３
種目の踊りを指導されたと伝えられていま
す。落成式等に奉納されてきました。平成２７
年度事業で太鼓等を整備しました。

千ヶ平虎踊り千ヶ平虎踊りみずかみ
の

宝 物
みずかみ

の

宝 物 村指定　無形文化財（S54.3.31 指定）
所在地：江代千ヶ平
所有者：保存会代表　千ヶ平区長

No.5

人のうごき
平成28年3月末現在（　）内は先月比

人口

男

女

世帯数

2,287（－26）

1,075（－5）  

1,212（－21）

   904（－7）  

表紙
の説
明

5月の行事予定

※予定ですので、変更になることがあります。

　江代地区しゃくな
げ公園に咲いたしゃ
くなげの写真です。
今年は例年より少
し早い開花となった
ようです。

15 日（日）

　　桜の里大運動会


